
ベトナム国立衛生疫学研究所が実証

『新型インフルエンザウイルス』を

匝司｢ストリーマ技術｣が

{

100%分解･除去することを

実証しました｡
ベトナム国立衛生疫学研究所は､ ｢ストリーマ技術｣が､ 『新型インフルエンザウイルス(A型HINl) 』を

4時間で100%分解･除去することを実証しました0本研究は､国際的なウイルス研究機関の-つであり､

WHOがウイルスの研究機関として指定した､ベトナム国立衛生疫学研究所のマイ博士の研究です｡

『鳥インフルエンザウイルス(A型H5Nl)』の100%分解･除去(3時間)に続き､ ｢ストリーマ技術｣の

除菌カの高さが証明されましたo

■ベトナム卑立衛生虐学研究所(NfHE :National In$titutB Of Hygiene and EpidBmiolo卓y)

新型インフルエンザウイルスの評価が可能な. WHOから指定それた世界中でも頗られた研究散開ですb新型インフルエンザ､鳥インフルエンザの領域において､世界的にトップクラスです0

日本政府は､ベトナムに対し､ r国立衛生疫学研究所高度安全性実艶室整備計圃｣のもと､ J暮CAを通じて技術協力を行っています｡

嘉レ･ティ･クイン･マイ博士(Le Thi Quynh Ma卓)のプElフィール

マイ博士臥世界で最も権威のある科学技術雑誌rNatureJ他に､多数の諦文が掲載されており,インフルエンザの研究では世界を代表する研究者の一人です.

･X･2009年9馴5日時点において.

CPE試験薄で､新型インフルエンザウイルスの分解を測定した

結果､ ｢ストリーマ｣ 4時間照射により､100%分解されたことが

確認されました｡

●就験楼閣:ベトナム国立衛生疫学研究所(N暮HE)

+就鞍期間: 2009年9月88-9月14日

●試験対象:ベトナム.ハノイにおいて入手された新型インフルエンザウイルス(HN31868)

ストリーマ放電ユニットを組み込んだ空気清浄装濃内にシャーレを設置し評価

●試験方法
･XI CPE (Cytopathrc effect) ･細胞蛮性効果

インフルエンザウイルス溶液をペトリ皿に入れ､ストリーマを1-4時間照射するo掃射インフルエンザ

ウイルスと束照射インフルエンザウイルスを希釈し､ MDCK細胞と混合し感染させる｡インフルエンザ

感染MDCK細胞を1.5×10の5秦に頭馨し､インキュベーターで培兼する0 24時間～7日間培養後

の細胞変性を顕微鏡観察で判定する｡

ストリーマが大女にウイルスに当たりますo
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詳しくは裏面を
ご覧ください｡

ストリーマ技術は.菌･ウイルスや花粉､アレル物茸などの

分解･除去に優れた効果を発揮｡

食中毒や非細菌性急性胃腸炎の原因となる

ノロウイルスまで

試験方法:マイクロウエルにノロウイルス抗原蒋清を10マイクロリットル(以下:Hl)入れ､宝温で

乾燥させた｡

マイクロウエル上の乾煉ノJjウイルス抗原にストリーマ放!を24時間洞射したoこの時､ストリー

マ放tの頗封は､小型試験森元内で行った.照射後のノロウイルス抗原を1 00リEの希釈液で洗

い出し､ノJjウイルス抗原濃度を検査キットのELISA (エライザ)プE=トコルに従って測定o

Iストリーマ技術による過去実証済み試演項目

花粉を中心まで分解･除去!

ストリ-マ故qユニットのt建上に｢花粉｣を股正し､ストリーマ放電を15分照射後､電子顕微鏡で溝影｡

ダニ･カどなとのアレル物質や
ホルムアルデヒドなどの
アジュパント(有害化学物質)も分解･除去!

試験対象 倬隴H,hﾈｸ悗�試験機関 偬�｢�報告年月日 

新型インフルエンザ ウイルス(A型HIN1) 滴鳧ｭH,S���YZｨ��顋ﾈｸ竏�c���ベトナム国立 衛生疫学研究所 兩�ﾙ�ﾘ��H21年9月14日 

強毒性鳥インフルエンザ ウイルス(A型H5N1) �8鳧ｭH,S���YZｨ��顋ﾈｸ竏�c���ベトナム国立 衛生疫学研究所 �*俛����H21年4月16日 

インフルエンザウイルス (A型HIN1) ��鳧ｭH,S湯ﾃ炭Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���(財)北里環境科学センター 冉ｸｬ)Jﾓ#����#hﾘb�H21年7月31日 

ノ口ウイルス �#H鳧ｭH,S澱X決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���神戸大学大学院 兩�ﾙ����H19年1月 

就験対象 倬隴H,hﾈｸ悗�試験機関 偬�｢�報告年月日 

細菌(大腸菌.0-157) �#H鳧ｭH,S湯纉湛決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���(財)日本食品分析センター ��c#�3�#�sc蔦���ﾘb�H16年4月8日 

細菌(黄色ブドウ球菌) �#H鳧ｭH,S湯纉湛決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���(財)日本食品分析センター ��c#�3�#�sc蔦���ﾘb�H16年4月8日 

毒素(エンテロトキシン) �#H鳧ｭH,S湯纈X決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���(財)日本食品分析センター ��c3�C�s�cC�ﾓ���ﾘb�H16年8月25日 

試験対象 倬隴H,hﾈｸ悗�試験機関 偬�｢�報告年月日 

力ビ(ク口力ワカビ) �#H鳧ｭH,S湯纈X決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���(財)日本食品分析センター ��c#�C�C�c3Rﾓ���ﾘb�H16年9月28日 

試験対象 倬隴H,hﾈｸ悗�就幹機帝 偬�｢�報告年月日 

アレル物質 (スギ花粉Cryj-1) �(鳧ｭH,S湯綯X決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���和歌山県立医科大学 兩�ﾙ����H16年9月14日 

アレル物質 (コナヒョウヒダニrDerfⅡ) �#H鳧ｭH,S湯綯X決�9Zｨ��顋ﾈｸ竏�c���和歌山県立医科大学 傚�K(ﾙ����H16年9月14日 

アレル物質(30種類) �3�顥}�,ﾈ4�8ﾈ8ｹZ壱�,ﾉZｨ��/�ｦﾙDb��c���和歌山県立医科大学 兩�ﾙ�ﾘ��H16年9月14日 H16年12月17日 H17年7月7日 

アレル物質 (花粉.力ビ.ダニ) �6Hｼ��8,ﾊ(扞[*:)|ﾘ7*:(5�6ｪ8/��Zｨ��顋ﾈｸ��和歌山県立医科大学 侏�Oxｻ韲ｩ�餠ﾘ幵�H17年7月7日 

試験対象 倬隴H,hﾈｸ悗�試験機関 偬�｢�報告年月日 

アジユバント(DEP) 兢�ﾈ+X+ﾔDU�/�5�6x8ｨ�ｸ7ﾘ��,��.h.�6�6ﾘﾕﾉ�(*ｨ��lR噂��ｲ��山形大学 �4�8ﾈ8ｸ4ﾘ�ｸｧx橙�JﾙUﾈ��{��H17年11月 

アジユバント(VOC) ��X顥}�,ﾈ4ｸ5�/�Zｨ���東北文化学園大学 兩�ﾙ�ﾘ��H18年12月8日 

アジユパント抑制効果 �5�6x8ｨ�ｸ7ﾘ/���+X+ﾘ扞[(,X,ﾒ�和歌山県立医科大学 �4�8ﾈ8ｸ4ﾘ�ｸｧx橙�H17年11月 
マウスのアジユバント効果が減少 俛�zxｬ(ｺｸﾊHｸh��発表資料 

ホルムアルデヒド 僞ｩ7���'��ﾘ/��ﾘ鳬Jﾙ�h+X+ﾘ�ｨﾘzB�ﾏｩ�i┼:ﾘ�4ｸ486�8�4893������ﾘ/�査鰓�ﾓ3fﾓ2�,ﾈ�ｸ颱ﾉ|ﾒ悪xｴ9�ｹEﾃ���I�ｩ9b��東北文化学園大学 兩�ﾙ�ﾘ��H19年7月 

類1 :捕獲したものに対して効果を発揮

ク才事ン工業株式芸コ托

SPJO9600 (09 0金180) HP･SS


